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自給飼料を主体と　した豚の飼養

いも辣サイレーノと混合サイレージの比較

伊藤　　曹・村田亀松

蛇沼恒夫・村松　　緑

（岩手鬼畜武）

1．　ま　　え　　が　さ

岩手県の王せ打順地常では馬鈴零を相当量飼料として

利鞘していここ）か，その拾与状態や貯蔵については当を碍

た′∴！喜三やiIj：故のプノ法か見せ二十られないので．馬鈴薯を年

FHj台j－≧乙：諒に上川するたみ‘＿）いも椒サイレージと．混合サイ

レージ（昭ソ6年壁当場の香椎混合サイ　レージ製超の

上と二・ト（試験で旭もナri的ここ渡れていた配合割合のサイレージ）

・†‘l・りその勧巣を検討した．

2．　試　験　方　法

1　供　試　豚

昭和ニ！7年　日日5日，10月1日生のヨークシャー

帥fi戚（84．9己頭）を用いた．

ゴ；沸験区分及び試験期間

A区をレ　も糠サイレージ給与とし．B区を混合サイレ

ージ給与として．夫々古土．91冶十：i譲ずつとした．又

試験期間は昭和37年1ご月～38年5月までの150

日間（生后：iヶ月～、7ケ日）実施した．

；i　供試飼料とサイレージの品質

A　区

B　区

＝‘いも披サイレージ（昭和37，9．25詰込

l馬鈴薯85．（脱）米糠15のやi：）

i混合サイレージ（昭和37．9．30詰込

」弔鈴黎1（10　米糠10，ラジノ30の削）

その外．両区とも豚産肉能力検定飼料と甘黎澱粉粕（乾）

を使用した．サイレージの組成は第1衣の通りで混合サ

イレージの消化率は東北農試ラヂノクローバより推定し

いも糠サイレージの消化率はモリソン忙よった．又試験

期困印のpH（1二と4－4．りの∫：＿錮針にあった
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ケテーこJ‡1した．てたサイレージ給与呈Lミニは第とよの辿り，外

枠計畑必安D・C・Ⅰ）・の：j　5－51肇の範l用で捨卑し不

足養分量を検定飼料で補い．T．D．N．補正は澱粉柏を

用いた．
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5　調　査　項　目

イ）発育，増体量

ロ）生体屠体調査

6　そ　の　他

試験豚は試験開始前に駆虫と肱コレラ予防注射を行っ

た．給与回数は1日2回としサイレージと検定飼料とを

混合給与した．

5．　結　　　　果

発育．増体崖は第3糞．第1図の通りで両区の試験用

始時体重は略々同じ町錦始したが．A区か良く．B区は

試験幽始后90日自噴より発育か低下する傾向があった．

終了時ではA区1UlK，．B区8泄タであった．増体崖

もl司様の傾向を示し，150日間の増体藍ではA区84

KFで．ち区は70叫でA区の約83％に過ぎなかった

従って．1日当り平均増体象はA区で560gで8区の

それは464gであった．

第3表　発育∴僧体丘（Kg）　　（各区＿：1訊平均）

楼　 過 L　　 発　　　　　 育 増　 俸　　 量

日　 数 A 区 B 区 A －B 8 ／／Å A 区 B 区 Å－B B ／A

開　 始　 時 1177 1 7P 3 －イ巴4 10 ㌔ ワ♭

3 0 日 日 3 657 姐 3 （鰻4 ． 抑止 時 凡2 llβ p：巴

6 0 日 日 4％ 8帥 28 桐 8 14劇 1187 2 1 1 8 4 fi

P O 日日 585 4 9 8 3 郎 7 8竣 179 1 1 8 9　 6併 861

l g n 日 日 8 叫 3 脚 11甜 8訂 2 1】13 ltIn 7 ■　2郎i 8甘l

1 5 ∩日 日 11118 9 8顎 148 ＊ P即 214 1餌　　 28 さ伊

計 － － － －
81 （Ⅳ R 略7 14㌢ 8渉

＊　5％水準で有意差．＊＊1％水準で有苛雇
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第1図　発育と増体重

1且夕媚体に蟹した赤分症は第4ノくの如りB区托A区の

それそれと0弱多く嬰した．しかし検定膜（当均館内縫

力検定）と比較しては．机蛮自性牒悠卜正一ほは笠しいが

仝小冊ヒ養分総品で托，両区とも約0ゴ4U卜U．gUU且夕多

く婁した．また試験期間甲に消鯉した各区の飼料録二は第

5衣の通りである．即ち総体的にBは．の混合サイレージ

促が多く要し．従って1り増休に要した飼料庭もA区の

：198里付こ対しb区は5．48且タと約38帝も多く要した．

なも・．サイレージの実煎勺う消仙汗【．A区は平均629

杓．B区托平均404Kgであった．

第4衣　1り習休に要した春分杭
　 区　 分

項
A 区 拍 B 区 柏 B ／ A ％

1 5 rl 日間 増体 量 8　4．0 7 6 玖 5 7 さ　2．8

l Kタ珊 本 L 〇 C P α3 7 2 代 4 5 0 1 2 1

に 等 した

葉 介 鐘

l T C N
2．6　R　p 鼠 2 4 9 1 2 1

第5表　飼料消費量（各区3虜平均）

　　 区　 分

飼 料
A　 区 B　　 区

サイ レー ジ （凰　 乾 ） 1 6 代 2h ダ 2 0 0．8 的

成　　 定　　 飼　　 料 1 8 9．8 1 3　2．8

澱　　　 粉　　 柏 4　2．0 3　0．0

1 句 憫 体 に 侵 した 飼 料 鼠 9　8 4．9 8

各底の試験肱は終了時生射酎4こについて評聴したか，生体

ではA区の過肥かめたち．ち区は概してベーコンクィア●

に近かった．屠体では．A区は馴脂肪であったが・匿体

の均整かとれ且つ．繁りか良かつた．B区は均整を欠き

繁りに乏しかつたか作脂肪はうすく．全般に酌勝ちであ

った．佼肉量産の規格では両区とも上物に入るか・A区

は不均衡な馴旨肪により格付では中物に任した．屠殺解

体成績は第6衣の通りである．

を五・．大割肉片の割合ではA区は中躯か良くも区はそれ

に対しももの割合がほほ慄猿に近い数値を示した．背脂

肪の厚さではA区とB区の斉1．1…トについて分散分析の

鹿央5多水準で有意差を認めた

第6衣　屠殺解体戒植（各：j頭平均）
区　　 分

A　　 区 B　　 区
項　　 目

試 験輯 7 時 体 重　 K g 1 0 1．8 3 8 7 5 0

絶 食 后 体 重　 且タ 8 8 7 1） 8 1．5 0

頭　　　　 K タ a 4 e 且3 0

生　　　　 皮　 K g a n O 8 2 ∩

枝　 肉　　 量　 且タ 6 6 ∩ 5 3．3 3

枝　 肉　 歩　 留　　 ％ 6 R 9 5 6 54 3

内 躇 総 重 量　 且ダ 1 9，2 7 1 9．4 3

内 職 総 重 最　 多

1 2、0 5 1 5．2 5
絶 食 后 体 重

左 大

半 刺

丸 肉

の 片

盾　　　　 ％ 3 4．R 3 4．P

背 ・腹　　 ％ 3 7 日 3 R l

腿　　　　 ％ 2 7 3 2 9．0

背 埠

脂

折

の さ

肩　　　　 en 5．1 3 ニ17 3

背　　　　 eJ 雲．n n 1，8 3

膵　　　　 亡■ ：t5 ：1 亡．4 C

平　 均　　 亡1 且7 ご1 2．6 「ゝ

4．考　　　察

両区の成組より若干考察を加えると．月別平均陸産か

らふた．サイレージ給与壷と抑体重の偶係を見ると，第

7表及び第2回に示す通り．Ar主のいも糠サイレージ給

与量は，月別体重に対して70－丘5多の範慨＝こあり．

その発育．増体庭とも規準体重に近い穀仏を示した・r■〕‘こ

その給与崖は適正であり．むしろ厚脂肪叫万止に王政と

も・き．出荷体重を早目にする肇か必毅と思われた．こIt

に比してB区の混合サイレージの給与精直川・2－ト∴1帝

の範艶にあり．特に増体星の停滞をみた．月合4－5ケ

月（DC P代替率40－45痴）境はその給与ぷ：は化廃

に対して92－90宙にあり，混合サイレージ給与前の

適正給与限界を示しているものと思われる．しかし，B

区の試験終了時体重にも・いて875Kタの発育は自給飼料

主体での飼育日数（150日間）からみれば今回の必要

nC．Rの35－55帝のサイレージによる代替率は悪い

ものとは思われない．

第7衣　サイレージ給与炭と増体量

月令

ヶ月

l 基 準

体 重

試験成績体 重 サイレージ痛 畳 体胸持 けち 払

A 区 B 区 A 区 8 区 A 区 8 区

3

且タ 且タ 且タ Kg 且 ％ ％

1 8 5 l R O 1 7 9 1∴‡ 1．7 7 0 9．2

4 3 1．0 2 色5 7 2 8 1 き 2．2 2．8 7 1 9．0

5 4 6．5 4 0．6 3 8 ＆3 4．3 7 1 9．2

6 6 3．5 5 良さ 4 9，8 3 4．4 5．3 a p R 3

7 8 1．0 8 8 4 さ 6 8 0 5．3 a P 8 5 a 5
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第　2　川

；シ二に仁一：十二　二つ・ハては　枝肉か留りはA区か高く．B区

か低い7．∴，柁【ユ14＝に「￥．】條乃ある細i云＿量かbィ．把多かつた

こと：て瑚勾しているもr）と思われる．すたわち内臓結束

tllL′I

■八．拍丁■・ll

中食后什巾
でノ入るとU区かl F）．ゴ5感でA区より約

3多ほどrl・■右く．1ノ十誠の消化系器官につりて．そ・月変化を

んると誹」や八・ノ再り．引去J特に大賊の長さ．重さでA

lろより高く．大偏り長さ‾二はALよ．とちL≠＿しっ岸ti．8桝につ

いて分散分析り結束5渇水斑で有意差を認めた．一役に

Åは」BH．とも，避厚別料主体で飼養されたものより．内

払範址か多い傾向む示しパ寺に大脇の近さ．長さ’こ・その

傾向は鯉く，飼料恥戒の差異によるものと思われる

第卜衣　門脇の変化（各区；鴎平均）

！用 1州　 ：メ▼　 分 A　 区 】 B　 区

重 さ

（内容 物

徴合 む ）

官　　 且タ 1．1 3　3 1．11 7

小腸　 嵐タ 2．4 n　n 2．3　6 7

大 槻　 K g 4．1 3　ニ； 4．7　0 （l

円 ＋ 小関 ＋大 隅

絶 食 后 体 重

7 9 2 打．9 8

iと　 き

小脇　 Ⅲ l p．：1 3 1 8 4　8

大 脇　 明 4．4 9 5．1 0　　 養

幽 ‡】【ト

一 雨塀 桝
e　a 7 5 2 1．5 R

指的ノつり・さでは両区とも脂肪の附着は不均衡であり・

日・・ここノりに去・いて付くA区は5．13用．B区はa73亡卜で

工．工人＿乃‡ミf掛）1早い原凶としては・試験終了時の生体重か

▼二亨かつたことと．いも糠サイレージ主体であった夢か

ぁ．ナら亘る．これに対して混合サイレージ主体であるB

：1．1．1′い1＝・t二の血合が脂肪附着を抑制しているものと思料

二、日．・

5．　む　す　ぴ

ム上の成績，考察について要約すると・今回製造した

サイレ＿ノの品幻は良く．腺の嗜好も高く，肉腺への長

持丁子・■」鮎・）見透しかついたか
1　クローバー混合サイレージの給与にあたっては生

后ニケ月頃までのnC・P代替率を低く（5節減）する修

正か必要と思われる．

已　■いも隙サイレージの給与にあたつては．握脂肪に

なる傾向かんられるか．仕上げ体系85－90Kgの範糊

に止めれば．かなり抑えられるものと思われる．

ニi　混合サイレージ区は屠体にも・いて，その均整をや

や欠き　∴屠体も祭りか欲しレ、が．脂肪のうすい点では∴

いも願サイレージ区に座ったことは注目される．

4　自給触料を主体とした飼料構成では．内隙総賽針

特に消化器系の脇に於て．その重さ．長さが変ること．

それに伴って．枝肉歩留が低下する傾向かみられるが㌧

その率は極端に悪いものでなく，又肉質についても同様

の事かうかがわれた．

以上のことから．細部の検討の必要はあるが今后．混

合・いも板グ）各サイレージを主体とした飼料による腰の

育成・肥育には必要D・C・Pの35－55多を代替えした給

与嵐で作韮8い～90Kg仕上げにかいて．その成績は期

待出来るものと思われる．


